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第
13
回
湧
水
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

心
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
と
潤
い

に
満
ち
た
活
力
あ
る
人
づ
く
り
ま
た
、
ふ
る

さ
と
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に
第
13
回
湧
水

町
生
涯
学
習
推
進
大
会
を
３
月
４
日
（
日
）

に
栗
野
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
最

初
に
青
春
歌
声
喫
茶
に
よ
る
町
民
歌
な
ど
の

合
唱
が
行
わ
れ
、
明
る
く
元
気
な
歌
声
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。教

育
委
員
会
表
彰
で
は
、
文
化
財
保
護
活

動
、
文
化
振
興
活
動
、
地
区
公
民
館
活
動
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
高

齢
者
活
動
等
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て

の
表
彰
や
全
国
・
九
州
大
会
な
ど
に
出
場
さ

れ
、
数
々
の
栄
誉
あ
る
成
績
を
収
め
ら
れ
た

団
体
・
個
人
に
対
し
て
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、「
生
涯
学
習
活
動
こ
の
１
年
」
と

題
し
て
、
各
団
体
や
個
人
に
活
動
発
表
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
県
児
童
生
徒

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
を
受
賞
さ
れ
た
栗

野
中
学
校
１
年
福
満
あ
か
り
さ
ん
に
よ
る
作

文
発
表
、
公
民
館
学
級
の
「
湧
水
文
芸
同
好

会
」
福
田
さ
よ
子
さ
ん
に
よ
る
発
表
、
停
車

場
地
区
公
民
館
藤
井
和
代
さ
ん
に
よ
る
地
区

公
民
館
活
動
発
表
、
更
に
、
県
農
村
女
性
海

外
農
家
体
験
研
修
報
告
を
川
添
地
区
の
永
野

マ
リ
子
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
特
別
講
演
と
し
て
、「
湧
水
町
と

西せ

ご郷
ど
ん
」
と
題
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ

く
り
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
か
ご
し
ま
探
検
の

会
代
表
理
事
で
あ
り
、
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送

中
の
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
に
史
料
取

材
協
力
と
原
作
本
「
西
郷
ど
ん
！
」
の
方
言

指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
東
川
隆
太
郎
さ
ん

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
湧
水
町
と
西
郷

隆
盛
と
の
関
わ
り
や
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
の
裏
話
、自
身
の
経
験
談
を
交
え
、ユ
ー

モ
ア
あ
る
話
し
方
で
会
場
中
を
沸
か
せ
、
多

く
の
参
加
者
が
満
足
す
る
貴
重
な
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

▲永野マリ子さんによる
「県農村女性海外農家体験研
修報告」

▲青春歌声喫茶による
「町民歌などの合唱」

▲藤井和代さんによる
「停車場地区公民館活動発表」

▲福田さよ子さんによる
「湧水文芸同好会活動発表」

▲福満あかりさんによる
「県児童生徒作文コンクール
作品朗読」

▲東川隆太郎さんの講演状況
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●
一
般
表
彰
個
人
の
部

【
文
化
財
保
護
活
動
部
門
】

【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
】

　
・市
来　
隼
人　

(

上
場
地
区)

【
文
化
振
興
活
動
部
門
】

　
・谷
山　
榮
厚　

(

中
津
川
地
区)

　
・角　
展
行　
　

(

西
下
場
地
区)

【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
】

　
・床
並　
滿
明　

(

米
永
地
区)

　
・久
米
田　
洋
一(

西
下
場
地
区)

 【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】

　
・廣
瀬　
政
文　

(

上
川
西
地
区)

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門
】

　
・鈴
木　
ヒ
ロ
ミ(

上
川
西
地
区)

　
・鈴
木　
加
代
子(

上
川
西
地
区)

【
高
齢
者
活
動
部
門
】

　
・亀
澤　
ヤ
エ
子(

長
谷
地
区)

　
・香
妻　
知
弘　

(

東
中
下
場
地
区)

　
・西　
早
智
子　

(

長
谷
地
区)

●
青
少
年
表
彰
団
体
の
部

　
・吉
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
・幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
・吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

●
青
少
年
表
彰
個
人
の
部

　
・立
野　
駿
介　

(

栗
野
小
３
年)

　
・福
田　
航
聖　

(

栗
野
小
５
年)

　
・中
水
流　
泰
雅(

栗
野
小
６
年)

第
32
回
全
九
州
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女

優
勝
大
会
出
場

　
・柿
木　
史
翔　

(
吉
松
小
４
年)

第
17
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大

会
出
場

　
・青
木　
丈
一
朗(

轟
小
６
年)

　
・寺
園　
颯
奈　

(

栗
野
小
６
年)

第
52
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
出
場

　
・福
満　
あ
か
り(

栗
野
中
１
年)

　
・老
谷　
美
吹　

(

栗
野
中
２
年)

第
13
回
九
州
中
学
校
空
手
道
競
技
大
会
出
場

　
・老
谷　
木
里　

(

栗
野
中
３
年)

第
13
回
九
州
中
学
校
空
手
道
競
技
大
会
出
場

第
25
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

　
・古
川　
琴
美　

(

吉
松
中
２
年)

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
31
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
出
場

　
・川
島　
空
来　

(

栗
野
中
２
年)

第
26
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
出
場

第
13
回
春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
出
場

　
・東　
若
菜　
　

(

栗
野
中
３
年)

第
47
回
九
州
中
学
校
剣
道
競
技
大
会
出
場

　
・久
美
田　
聖
菜(

錦
江
湾
高
校
１
年)

　
・二
渡　
雅　
　

(

鹿
児
島
中
央
高
校
１
年)

　
・久
美
田　
詩
織(

錦
江
湾
高
校
２
年)

　
・大
田　
一
徹　

(

伊
集
院
高
校
２
年)

第
34
回
九
州
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会
出
場

　
・有
田　
澄　
　

(

樟
南
高
校
１
年)

第
34
回
九
州
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会
出
場

第
27
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
出
場

　
・川
島　
芽
依　

 (

鹿
児
島
南
高
校
１
年)

第
46
回
九
州
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜

大
会

第
41
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜

大
会

　
・宮
本　
光　
　

(

鹿
児
島
純
心
女
子
高
校
２
年)

第
48
回
全
九
州
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
春
季
選
手
権
大
会
出
場

　
・中
城　
佑
太　

 (

加
治
木
工
業
高
校
２
年)

第
35
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人
大
会(

陸
上
競

技　
や
り
投
げ)

出
場

　
・川
島　
杏
純　

 (

鹿
児
島
高
校
３
年)

第
70
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会(

陸
上

競
技　
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル・走
幅
跳)

出
場

第
72
回
国
民
体
育
大
会(

陸
上
競
技　

三
段

跳)
出
場

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
部
門

　
・上
別
府　
剛
志(

九
州
共
立
大
学
３
年)

第
72
回
国
民
体
育
大
会(

陸
上
競
技　

走
高

跳
）出
場

　
・
勝
元　
和
伽
奈(
鹿
児
島
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
専
門
学
校
２
年)

　
・
久
美
田　
彩
香(

鹿
児
島
第
一
医
療
リ
ハ

ビ
リ
専
門
学
校
２
年)

　
・
畠
中　
太
勢　

(

鹿
児
島
第
一
医
療
リ
ハ

ビ
リ
専
門
学
校
１
年)

第
39
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
専
門
学
校
体
育
大
会

(

剣
道
競
技)

出
場

　
・田
底　
佳
樹(

轟
地
区)

第
23
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
大
会
出
場

　
・永
山　
博
基(

早
稲
田
大
学
３
年)

第
49
回
全
日
本
大
学
駅
伝
出
場

●
表
彰
伝
達

　
・小
吹　
智
恵
美

姶
良・伊
佐
地
区
体
育
協
会
連
絡
協
議
会

体
育
功
労
者
表
彰

　
・藤
崎　
真
伍(

流
通
経
済
大
学
３
年)

第
56
回
南
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞　
優
秀
個
人
賞

▲表彰を受ける市来隼人さん

▲表彰を受ける谷山榮厚さん

教
育
委
員
会
表
彰

︵
敬
称
略
︶

▲第 39 回九州ブロック専門学校体育大会に出場された
（左から）勝元さん，久美田さん，畠中さん
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こんにちは！地域おこし協力隊 1号の福重智寛です。花粉症の私にとってつら
い時期の到来になりましたが，小動物が活動し始めたり新緑が芽吹いたりと，四

季を身近に感じ取る事ができ，田舎に帰ってきて本当に良かったと思う今日この頃です。今回は私の携わる
業務の一つである湧水町のＰＲ活動等について報告したいと思います。
３月に鹿児島市内で開催された『鹿児島マラソン』に合わせ，天文館のベルク広場で「お茶の野本園」の
野本さんと特産品である湧水茶の販売やおもてなし，湧水町のＰＲ活動をさせていただきました。走り終わっ
たランナーや通行客にお茶の振る舞いをしながら湧水町は『鹿児島茶発祥の地』であることや，『丸池湧水』
や『八幡大地獄』などの観光名所が多く点在する魅力ある町である事などのＰＲをする中で，県内在住の方
でも湧水町を知らない方，訪れたことのない方がまだまだ多く存在するという事に気づかされました。また，
同時に最近メディアで話題になっている『クイーン・エリザベス号』等の豪華客船が鹿児島港に寄港するよ
うになり，鹿児島県にも多くの外国人観光客が訪れているように感じました。その様な状況変化の中，野本
さんの販売する湧水茶の商品パッケージには既に５か国語に対応したお茶の
淹れ方のラベルが貼られており，流暢な英語を駆使して接客対応される野本
さんのインバウンド対策に感心させられました。最近では鹿児島空港と韓国
( ソウル ) の直行便が増えたことから、毎週のように丸池湧水に団体ツアー
客が訪れます。その時，写真撮影を依頼されたのですが，『はい，キムチ～～ !!』
というと皆さん物凄く素敵な笑顔になりました。これからも，がっちりと観
光客のハートを掴みながらＰＲ活動に邁進してまいりたいと思います。

地域おこし協力隊活動報告

☆地域おこし協力隊ブログ『ゆうすいブログ』で検索。URL：https://www.地域おこし.com/
Facebookも日々更新しています！ぜひご覧ください！（yusuikyoryoku）

を開催しました！開催しました！開催しました！
第１回 ゆうすいひとまちカレッジ

3 月 22日（木），地域おこし協力隊３号佐々木公美による『第１回ゆうすい ひとまちカレッジ』をカフェ 
サンデイズシスコ（下川西地区内）で開催しました。
町内外から参加された皆さんは，本町のことを思うエネルギーのある方ばかりで , 今回の講師である岡田さ
んの興味深いお話を熱心に聞き入り，アットホームながらすごく盛り上がった話し合いの場となりました。
参加いただいた皆様に喜んでいただけて，本当に嬉しかったです。
今回は，湧水町が抱える人口減少という問題点を深掘りし（町外の方もご自身の町に置き換えて考えたり，
客観的に考えてくださったり），課題や提案などを出して頂き，とても有意義な時間となりました。
企画立案から 4～ 5ヶ月，不安になることもありましたが，なんとか無事に開催でき，協力をいただいた
多くの方に対し感謝の想いでいっぱいになりました。
企画の趣旨に賛同頂き，第１回目の講師を快諾頂いた岡田さんには，お店の業務がご多忙な中，ギリギリ
まで資料作りや準備にご協力いただき本当に感謝いたします。
これをここだけで終わらせるのではなく，今後も少しでも湧水町の未来を考える場が持てたらと思います！

▲天文館ベルク広場でおもてなし中

福
ふ く し げ

重智
と も ひ ろ

寛
隊員の報告

佐
さ さ き

々木公
く み

美
隊員による
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このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216） ゆうすいの話題

3
18

2
23

2
22

くりの物産館
１３周年祭を開催　

ふるさとの話題で盛り上がる
　「鹿児島湧水会」

いつまでもきれいな風景を
地域づくり活動で受賞

く
り
の
物
産
館
振
興
会
（
会
長
南
薗　

賢
二　

氏
）
主
催
で
、
開
館
13
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が

く
り
の
物
産
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
７
２
５
名
の
来
館
が
あ
り
、
豚
汁

の
ふ
る
ま
い
や
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
物
産
館

で
５
０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
お
客
様
に
は

地
元
で
採
れ
た
野
菜
や
、
手
作
り
お
も
ち
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
１
日
中
お
客
さ
ん

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
渕
上
館
長
は「
お
客
様
、

生
産
者
の
お
か
げ
で
、
盛
大
に
13
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
内
周
辺
の
郷
土
出
身
者
等
で

組
織
さ
れ
る
鹿
児
島
湧
水
会
（
会
長
上
別
府　

満
氏
）
総
会
が
鹿
児
島
市
内
で
総
勢
50
名
程

の
出
席
の
も
と
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
町
長
や
議
長
、
商
工
会
長
な

ど
が
出
席
し
て
、
町
の
近
況
報
告
を
行
い
、

出
席
者
と
の
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
三

味
線
奏
者
の
藤
本
秀
龍
（
本
名
宮
内
輝
文
）

氏
が
特
別
演
奏
さ
れ
、
総
会
の
開
催
に
華
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鹿
児
島
湧
水
会
の
ほ
か
に
関
東
、
中
部
、

関
西
、
福
岡
に
も
湧
水
会
が
組
織
さ
れ
て
お

り
、
今
で
も
故
郷
を
温
か
く
見
守
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
で
は
、
地
域

づ
く
り
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
管
内
で
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組

み
、
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
等
を
表
彰

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
、「
日
本
棚
田
百
選
ウ
ォ
ー
ク
in
幸

田
実
行
委
員
会
」
が
、
昔
な
が
ら
の
美
し
い

現
風
景
と
農
村
文
化
を
も
つ
「
幸
田
の
棚

田
」
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
日
本
棚
田
百

選
ウ
ォ
ー
ク
in
幸
田
」
を
開
催
す
る
こ
と
で

地
域
を
は
じ
め
都
市
部
と
の
交
流
の
場
と

し
て
の
情
報
発
信
を
図
り
、
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
姶
良
・

伊
佐
地
域
づ
く
り
活
動
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

駅
前
屋
台
村
が
、
栗
野
地
域
は
栗
野
駅
前
、

吉
松
地
域
は
Ｓ
Ｌ
会
館
前
で
町
内
を
始
め
と
す

る
出
店
者
の
方
々
が
一
堂
に
集
ま
り
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
は
、
思
い
思
い
に
好
き
な
料
理
を

堪
能
さ
れ
て
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
地
元

の
方
々
に
よ
る
音
楽
演
奏
や
弾
き
語
り
・
日
本

舞
踊
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
で
終
わ
り
ま
し

た
。 ３

月
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
德

永
ク
ミ
ノ
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

德
永
さ
ん
は
、
大
正
７
年
３
月
に
中
水
流
家

の
長
女
と
し
て
、
旧
栗
野
町
（
田
尾
原
）
に
誕

生
さ
れ
ま
し
た
。
く
よ
く
よ
考
え
ず
、
楽
し
い

事
を
考
え
て
、
毎
日
を
す
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
さ
ら
に
長
寿
を
重

ね
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

4
4・5

3
27春到来の屋台村

栗野・吉松地域で開催
100歳到達者訪問　

德永クミノさん
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自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
　

※
敬
称
略

■
栗
野
小
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

教　
　

頭　
　

永
山　

博
之　
（
亀
山
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

下
田　

優
子　
（
大
口
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

今
栄　

ほ
さ
な（
新
規
採
用
）

　
　

教　
　

諭　
　

岡
元　

大
樹　
（
欠
員
補
充
）

　
　

養
護
教
諭　
　

山
元　

知
子　
（
育
休
代
替
）

■
轟
小
学
校

　
　

校　
　

長　
　

吉
國　

幸
宏　
（
新
城
小
）

　
　

事
務
職
員　
　

江
口　

加
南
子（
欠
員
補
充
）

■
幸
田
小
学
校

　
　

校　
　

長　
　

和
田　

義
文　
（
犬
迫
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

窪
田　

大
祐　
（
平
佐
西
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

山
口　

あ
き
子（
本
城
小
）

　
　

養
護
教
諭　
　

下
迫　

果
歩
　
　
（
育
休
代
替
）

■
上
場
小
学
校

　
　

校　
　

長　
　

安
藤　

政
英　
（
松
原
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

平
崎　

実
莉　
（
欠
員
補
充
）

　
　

事
務
職
員　
　

東
端　

洋
子　
（
欠
員
補
充
）

■
吉
松
小
学
校

　
　

教　
　

頭　
　

朝
倉　

寛　
　
（
上
西
小
）

　
　

教　
　

諭　
　

田
代　

忠
輝　
（
溝
辺
小
）

　
　

事
務
職
員　
　

樋
園　

朋
恵　
（
新
規
採
用
）

■
栗
野
中
学
校

　
　

教　
　

頭　
　

小
田　

光
二
（
岐
阜
市
立
境
川
中
）

　
　

教　
　

諭　
　

鎌
田　

隼
人　
（
新
規
採
用
）

　
　

教　
　

諭　
　

松
田　

ひ
と
み（
欠
員
補
充
）

　
　

教　
　

諭　
　

有
村　

真
結　
（
欠
員
補
充
）

　
　

教　
　

諭　
　

吉
森　

美
葵　
（
欠
員
補
充
）

　
　

教　
　

諭　
　

土
橋　

代
千
枝（
欠
員
補
充
）

■
吉
松
中
学
校

　
　

教　
　

諭　
　

藤
山　

陽
一
郎（
欠
員
補
充
）

　
　

講　
　

師　
　

黒
葛
野　

大
輝（
休
職
代
替
）

ようこそ　湧水町へ！
よろしくお願いします。

平成３０年４月１日付けで町内の小・中学校に配属された教職員の方々を紹介します。
（昨年度に引き続き，同じ学校に勤務される期限付職員等は除いてあります。）

ようこそ　湧水町へ！
よろしくお願いします。

平成３０年４月１日付けで町内の小・中学校に配属された教職員の方々を紹介します。
（昨年度に引き続き，同じ学校に勤務される期限付職員等は除いてあります。）

本
町
に
は
陸
上
自
衛
隊
霧
島
演
習
場
が

あ
り
、
私
た
ち
の
国
を
防
衛
す
る
こ
と
を

主
た
る
任
務
と
す
る
自
衛
隊
と
は
深
い
関

わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
本
町
か
ら
２
名
、
自
衛
隊

へ
入
隊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
３
月
７
日

（
水
）
に
町
自
衛
隊
家
族
会
と
町
自
衛
隊
協

力
会
の
主
催
に
よ
り
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行

会
が
吉
松
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
入
隊
さ
れ
た
方
は
、
陸
上
自
衛
隊

自
衛
官
候
補
生
に
志
願
さ
れ
た
東
中
下

場
地
区
の
有あ

り
む
ら村
大だ
い
す
け輔
さ
ん
と
長
谷
地
区
の

木き
じ
や
ま

地
山
純あ
つ
き輝
さ
ん
の
２
名
で
、「
私
も
自
衛

隊
に
入
り
、
国
や
地
域
の
た
め
に
汗
を
流

し
、
喜
ば
れ
る
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
。」

と
、
有
村
大
輔
さ
ん
が
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
２
名
は
、
厳
し
い
訓
練
・
修

学
期
間
を
乗
り
越
え
て
、
自
衛
隊
員
と
し

て
の
資
質
を
養
っ
て
い
か
れ
る
と
思
い
ま

す
。本

町
出
身
と
い
う
縁
を
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
、
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
良
き

相
談
者
と
し
て
、
ま
た
互
い
を
高
め
る
良

き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
生
涯
に
わ
た
り
、
交

流
を
深
め
て
い
か
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

お
二
人
が
将
来
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲有村大輔さん（写真左），木地山純輝さん（写真右）
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ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　

期
日
：
１
月
28
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
熊
本
県
人
吉
市

▼
小
学
１
・
２
年
男
女
混
合
個
人
組
手

　

第
２
位　

野
口　

太
雅（
吉
松
小
２
年
）

▼
小
学
３
・
４
年
男
女
混
合
個
人
組
手

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　

第
２
位　

野
口　

藍
加（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

期
日
：
２
月
11
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
霧
島
市

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
個
人
組
手

　

第
３
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

期
日
：
２
月
18
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
熊
本
県
芦
北
町

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

▼
団
体
組
手
小
学
生
の
部

　

第
３
位　

聖
武
館
湯
之
尾
Ａ

　
　
　
　
　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

期
日
：
３
月
４
日
〜
18
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
出
水
市
高
尾
野
運
動
場

▼
女
子
の
部

　

準
優
勝　

姶
良
女
子
チ
ェ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　

村
口　

未
祐（
吉
松
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

期
日
：
３
月
11
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
鴨
池
陸
上
競
技
場

▼
中
学
・
高
校
・
一
般
男
子
走
高
跳

　

第
２
位　

上
別
府
剛
志　

２
ｍ
05
㎝

　
　
　
（
九
州
共
立
大
３
年
：
上
場
地
区
）

▼
高
校
・
一
般
男
子
や
り
投

　

第
３
位　

中
城　

佑
太　

51
ｍ
60
㎝

　
　
　
（
加
治
木
工
高
２
年
：
鶴
丸
地
区
）

▼
高
校
男
子
砲
丸
投

　

第
４
位　

中
城　

佑
太　

10
ｍ
11
㎝

　
　
　
　
　
　

期
日
：
３
月
18
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

▼
小
学
２
年
個
人
形

　

優
秀
賞　

野
口　

太
雅（
吉
松
小
２
年
）

▼
小
学
２
年
個
人
組
手

　

優
秀
賞　

野
口　

太
雅（
吉
松
小
２
年
）

▼
小
学
４
年
個
人
形

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

▼
小
学
４
年
個
人
組
手

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
４
年
）

　

第
２
位　

野
口　

藍
加（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

期
日
：
３
月
21
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
宮
崎
県
宮
崎
市

▼
男
子
組
手
一
部

　

第
３
位　

川
本　

友
美（
東
中
下
場
地
区
）

　
　
　
　
　
　

期
日
：
３
月
21
日

　
　
　
　
　
　

場
所
：
蒲
生
Ｃ
Ｃ

▼
個
人
戦

　

第
２
位　

吉
村　

政
志　
（
川
添
地
区
）

▼
団
体
戦

　

第
３
位　

湧
水
町（
本
町
参
加
選
手
15

名
）

第
10
回
「
お
ど
ん
な
日
本
一
」

武
道
大
会　

第
５
回
空
手
道
大
会

第
19
回
芦
北
う
た
せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア

空
手
道
大
会

第
44
回
鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
２
回
県
陸
協
強
化
・普

及
記
録
会

第
26
回
国
分
ハ
イ
テ
ク
旗
空
手
道

錬
成
大
会

第
22
回
小
林
会
聖
武
館
空
手
道

親
善
大
会

第
２
回
全
九
州
マ
ス
タ
ー
ズ
空
手
道

選
手
権
大
会

第
19
回
姶
良
地
区
市
町
対
抗
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会

平
成
30
年
第
１
回
湧
水
町
議
会
定
例
会
報
告

　

３
月
１
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
平
成
30
年
第
１

回
湧
水
町
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
は
、
諮
問
１
件
、
条
例
関
係
14
件
、
予
算
案
９
件
、
そ
の

他
議
案
３
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
〕

◇
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

村
岡
リ
ヨ
氏
（
下
川
西
地
区
）
を
引
き

続
き
推
薦
し
、
適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

〔
町
道
路
線
の
廃
止
〕

◇
町
道
上
川
添
・
桶
寄
線
と
町
道
馬
場
下

線
を
今
後
農
道
と
し
て
整
備
、
管
理
を

行
う
た
め
、
町
道
路
線
の
廃
止
を
し
ま

し
た
。

〔
旧
慣
の
廃
止
〕

◇
中
津
川
牧
野
組
合
の
解
散
に
伴
い
、

組
合
の
有
す
る
町
有
地
の
使
用
権
そ
の

他
一
切
の
旧
来
の
慣
行
を
廃
止
し
ま
し

た
。

〔
財
産
の
無
償
貸
付
〕

◇
昭
和
61
年
度
、
昭
和
62
年
度
及
び
平
成

８
年
度
に
農
林
業
地
域
改
善
対
策
事
業

に
よ
り
設
置
し
た
施
設
を
、
農
事
組
合

法
人
加
治
屋
地
区
山
仁
田
肉
用
牛
生
産

組
合
に
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
無
償
貸

付
を
行
い
ま
す
。

〔
主
な
条
例
の
改
正
等
の
内
容
〕

◇
湧
水
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正

　
　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

目
的
に
、
一
部
負
担
金
の
全
額
助
成
を

す
る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◇
湧
水
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
伴
い
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
介
護
保
険
料
率
の
改
正
等
を

行
い
ま
し
た
。

◇
湧
水
町
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改

正
　
　

町
営
住
宅
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

管
理
、
供
給
し
た
い
た
め
、
入
居
資
格

の
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
な
ど
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

◇
湧
水
町
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
　

排
水
対
策
事
業
原
材
料
支
給
事
業
に

つ
い
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸
し

出
す
こ
と
を
条
件
と
し
た
場
合
の
受
益

者
分
担
金
を
事
業
費
の
５
％
と
す
る
改

正
を
行
い
ま
し
た
。
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第199回 「ミニチュア石庭作り」
　桜島溶岩の特性を楽しみながら，
白砂と組み合わせて枯山水風の美し
い庭園を作ります。
日　時／平成30年4月29日（日）
　　　　午後２時～4時
講　師／八田　隆（彫刻家）

【お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

　電話による事前の申し込みのほか，当日の申し込みもできます。　
　その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。
定　員／ 20名（年齢制限なく，どなたでも気軽に参加できます。）

発見楽しみ工房200円

休 園 日 　月曜日（祝日の場合は翌日休園）
開園時間　午前 9 時～午後 5時（入園は午後 4 時 30 分まで）
観 覧 料　一般／310（240）円，高大生／200（160）円，
　　　　　小中生／150（120）円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20人以上の団体料金

八田 隆 彫刻展 －マグマの記憶－
　　　　　　　　　　　　

　八田隆は，鹿児島らしい黒々とした桜島溶岩を素材に
して作品を制作しています。どうぞアートの森所蔵作家
でもある石彫家の本格的な彫刻展をお楽しみください。

4/21（土）～ 6/10（日）

【彫刻制作とリコーダーのコラボレーション】
（リコーダー：吉嶺史晴）
4月21日（土）
①午後1時　②午後3時（各回20分程度）
　　　　　　　　　※開催時間は全て午後２時～
【ミニチュア石庭作り】
　4月29日（日・祝）
【石彫体験】
　5月3日（木・祝）
【溶岩で小物を作ろう】
　6月3日（日）
※詳細は霧島アートの森ホームページをご覧下さい。

関連事業

ワークショップ
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（会場：アートホール第２展示室）

鹿児島県内の小・中・高校生（18歳以下）
土・日・祝日　入場料無料
Q.県内の小・中・高校生なら誰でも無料なの？
A.基本的には無料です。
　ただし，18歳以下に限られます。
　学校や年齢を確認致しますので，ご協力お願い致します。

※特別企画展は別途観覧料が必要です。

実施期間：平成30年４月～

〔問合せ先〕
鹿児島県民生活局　青少年男女共同参画課
〈電話番号〉099-286-2554
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皆さん，お元気ですか？春になり，暖かい季節とな
りました。

今回は日本とアメリカの花文化の相違点について話
したいと思います。

日本では友だちと集まって花見をしたり，観光地の
庭園を散策したりする光景をよく見かけます。アメリ
カにはそのような習慣がないので，日本は他の国より
草花をとても愛しているのだと感じます。

日本人にとって花は美，優しさ，侘び寂びという意味を持っています。どこを見ても花があることに，最
初とても驚きました。

例えば，日本のお札や硬貨にも花が描かれていますし，各家庭にもある家
紋も花が多いですね。

また，ほとんどの学校は花や野菜を植える庭があり，季節によって様々な
花が咲いています。私が行った学校や町のイベントの中でも，花束を送った
り生け花を飾ったりする行事が多く見られました。テレビの番組でも背景の
セットには必ず花が飾られています。これは日本の独自の習慣だと思います。

その反面アメリカでは庭のある学校はほとんどありません。卒業式，学校
のイベントやテレビ番組でも花を飾る習慣はあまりありません。花は主に
「愛」の意味を持っていますので，愛情表現の一つとして，恋人，入院した人，
卒業した人に花束をあげることが一般的です。

　花を大切に思う文化にふれ，私も花がとても好きになりました。

T homa s ’  T r a v
e l  D i a r y

トマスの湧水記
日本とアメリカの花文化について

＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊

～ストレス解消について～
皆さんお元気ですか。今回はストレス解消について話したいと思います。
皆さんはストレスを感じたときどうしますか？友達と飲みに行きますか？私は

ストレスが溜まると，同様にエネルギーも蓄積されます。落ち着かなくなり，動
いていないとそわそわするのです。そういう時は，運動，散歩，ボクシングなど
をします。
東京に住んでいた時，あまりに落ち込んでいて２時間ぐらい散歩したら埼玉県

まで行っていたこともあります。また友達と外食して楽しい時間を過ごすのもス
トレス解消になります。
健康的なストレス解消の方法は様々ありますが，良くない方法もあります。感情を抑えることやお酒に浸ることは健

康に悪い影響を与えると思います。
ストレス解消の良い方法として誰かに相談することは大事です。男女を問わず，感情を表したり，人を頼ってみたり，

泣いたりするのは健康的だと思います。
私は，最近ストレスが溜まり気味でした。どうして良いか分からなくて睡眠，食欲，集中力に悪い影響を与えていた

のです。同じ話を友達に何度もしたら迷惑かけるのではないかと悩んでいましたが，多くの人から応援するメールが来
たり，電話したり，話を聞いてくれたり，遠くから遊びに来てくれる友人もいました。励ましてくれて気分がよくなり，
とてもありがたかったです。
ＡＬＴのトマス先生にも悩みを相談したらアドバイスをくれました。３月の日曜日は一緒に滝を見に行きました。入

り江を見つけて岩を登ったら小さい滝に近づきました。滝の周りを歩いて最高峰まで登りました。自然に囲まれたら嫌
なことが忘れやすくなります。自分なりのストレス解消をみつけることが大事だと思います。美味しい食べ物を食べた
り，居心地のよい場所に行ったり，好きな番組をみたりすると少しでも落ち着くでしょうね。
今回は以上になります。来月もよろしくお願いします。
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　開館時間：午前１０時～午後６時（ただし，毎週金曜日は午後 7 時まで開館）
　休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間（9 月に予定）　　
　問合せ先：くりの図書館　℡７４－１８２１

～図書館からのお知らせ～

吉松中央公民館で本の貸出・閲覧ができます。
くりの図書館の本を多くの方に楽しんでいただくために，吉松中央公民館でも本を借りることが

できます。
吉松中央公民館には，毎月約１００冊の本を配架しており，会合等の合間に自由に読んだり，く

りの図書館と同じ条件で貸出をしたりすることができます。借りたい本がある場合には，吉松中央
公民館の管理人に申し出てください。本の入れ替えは，毎月第１水曜日に行っていますので，ぜひ
ご利用ください。なお，吉松中央公民館から借りた本は，同公民館に返却されるようお願いします。

また，地域の子どもたちのために，各学校の学年ごとや保育園等に団体貸出を行ってい
ます。子どもたちの成長段階に合わせた本やジャンルを選び，朝の本読みなどに活用され
ています。

くりの図書館では，地域資料・時事的資料とし
て，右欄の新聞を収集保存しており，館内で閲覧
やコピーを行うことができます。
（※ただし，当日の新聞はコピーすることができ
ません。）

また，過去の新聞も閉架書庫にて保管おり，閲
覧することができます。保管期間は，右欄のよう
になっておりますので，閲覧される場合は，お気
軽に図書館員までおたずねください。

【収集保存の新聞と保存期間】
・南日本新聞　　　　１５年
・朝日新聞　　　　　　５年
・読売新聞　　　　　　３年
・毎日新聞　　　　　　１年
・日本経済新聞　　　　１年
・日本農業新聞　　　　１年
・朝日小学生新聞　　　１年
・朝日中高生新聞　　　１年
・鹿児島新報（廃刊）　廃刊前２年

　新聞各紙 閲覧できます

４月23日～５月12日
こどもの読書週間

子どもたちにもっと本を，もっと本を読む場所をとの
願いから「こどもの読書週間」は１９５９年（昭和３４年）
に誕生しました。

幼少のときから書物に親しみ，読書の喜びや楽しみを
知り，ものごとを正しく判断する力をつけておくことが
子どもたちにとってどんなに大切なことか…。

子どもに読書を勧めるだけでなく，大人にとっても子
どもの読書の大切さを考えるとき，それが「こどもの読
書週間」です。（読書推進運動協議会ＨＰより抜粋）

日時：５月５日（土）
　　　午後 2時～
場所：くりの図書館

　　　おはなしコーナー
季節の絵本や紙しばいをみんな

で楽しみましょう。
図書館職員によるおはなし会を

行います！
お友だちや家族といっしょに参

加してください。

こどもの日は図書館で
「おはなし会」を行います。
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　国保に加入するとき，脱退するときは，14日以内に届け出をして
下さい。

　　　＜国保に加入するとき＞　　　　　　　　　　　　＜国保を脱退するとき＞
①職場の健康保険を脱退したことを
　証明するもの（資格喪失連絡票や離職票など）
②印鑑
③世帯主・対象者の個人番号（通知)カード　

　※手続きが遅れると，健康保険の二重加入などにより，不利益を受けることがありますのでご注意く
　　ださい。

＜大学などへの進学が決まったら＞ 
　湧水町の国保に加入している方が，大学などへの進学により湧水町から他市町村へ住所を移す場合
は，学生用保険証の手続きが必要です。
　転出届を提出したら， 
　①在学証明書または学生証，入学前の場合は合格通知書
　②保険証・印鑑
　③世帯主・対象者の個人番号（通知)カード　

　※栗野庁舎保健衛生課または吉松庁舎地域総務課へ届出を行って下さい。

　平成30年4月から，他の市町村へ転居しても，同じ都道府県内であり住民票の世帯構成が同じなどの
条件を満たしている場合は，高額療養費の支給回数が引き継がれることになります。
（ただし，資格は継続しますが被保険証は転居後の市町村で改めて交付します。）
　これは過去12か月以内に高額療養費の支給が４回以上ある場合に自己負担限度額が引き下げられる
制度（多数回該当）について，同じ都道府県内のほかの市町村への転居であれば資格は継続しているた
め，転居前の支給も通算して多数該当の回数に含めることになります。これにより該当者の負担が軽減
されることになります。

平成３０年度　湧水町国民健康保険　

特定健康診査のお知らせ
～生活習慣病予防～年に１度のからだの点検

【該当者は？】４０歳から７４歳の国民健康保険加入者が対象です。

【費　用は？】無
★ ★

料　
【期　間は？】平成30年5月18日（金）から5月27日（日）の10日間実施
　　　　　　　栗野・吉松保健センターでがん検診等と一緒に受診でき，土日の実施もあります。

健診申込書をまだ提出されていない方は早めに提出してください。

健康保険がかわったら必ず届け出が必要です！

高額療養費の支給を年 4回以上受けたとき (多数回該当 )

国保だより

①職場の健康保険証（脱退する方全員分）
②国民健康保険証
③印鑑
④世帯主・対象者の個人番号（通知)カード

問合せ先
栗野庁舎　保健衛生課　　℡74－3111　　
吉松庁舎　地域総務課　　℡75－2111
栗野保健センター　　　　℡74－3120

  届け出に必要なもの

健診受けて
ください！
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！

～
川
内
川
総
合
水
防
演
習
～

　

住
民
の
防
災
意
識
向
上
や
防
災
機

関
の
水
防
技
術
向
上
等
を
目
的
と
し

て
、川
内
川
総
合
水
防
演
習
が
川
内

川
開
戸
橋
下
流
隅
之
城
川
合
流
点
河

川
敷
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
九
州
各
県
持
ち
回
り
で
開
催

さ
れ
、鹿
児
島
県
で
は
９
年
ぶ
り
と

な
り
ま
す
。当
日
は
、各
種
水
防
工
法

の
実
演
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
人

命
救
助
訓
練
、地
域
住
民
や
学
生
に

よ
る
避
難
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、災
害
写
真
や
防
災
機
器
の

展
示
、炊
き
出
し
訓
練
の
試
食（
数
量

限
定
）も
で
き
ま
す
の
で
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

５
月
20
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

▼
場
所

　
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
西
開
聞
町
地
先

▼
問
合
せ
先

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

　

川
内
川
河
川
事
務
所
管
理
課

　

☎
０
９
９
６

－

２
２

－

３
２
７
１

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

職
員
異
動
表

[

退
職]　

平
成
30
年
３
月
31
日
付

大
牟
禮　

博（
会
計
課
）

比
良　

政
志（
く
り
の
図
書
館
）

吉
田　

育
恵（
保
健
衛
生
課
）

[

異
動] 　

平
成
30
年
４
月
１
日
付

︻
総
務
課
︼

総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

　
　
　
　

髙
城　

章　
　
　
　
（
総
務
課
）

総
務
課
長
補
佐
兼
国
体
準
備
室
長

　
　
　
　

畠
中　

健
一　
　
　
（
福
祉
課
）

消
防
防
災
係
長

　
　
　
　

池
田　

寛
知　
　
　
（
福
祉
課
）

主
査　
　

松
井　

義
和　
（
住
民
福
祉
課
）

主
査　
　

新
園　

裕
也　
（
生
涯
学
習
課
）

主
査　
　

牧
野　

真
人　
（
保
健
衛
生
課
）

主
査　
　

藤
山　

瑠
依（
く
り
の
図
書
館
）

主
任　
　

田
中　

祐
馬　
　
　
（
水
道
課
）

︻
財
政
課
︼

財
政
課
長

　
　
　
　

藤
垣　

勇
治　
（
保
健
衛
生
課
）

財
政
課
長
補
佐
兼
電
算
管
財
係
長

　
　
　
　

宮
園
俊
二
郎　
　
　
（
企
画
課
）

財
政
係
長

　
　
　
　

大
山　

長
祐　
　
　
（
財
政
課
）

主
査　
　

宇
都
征
史
郎　
　
　
（
総
務
課
）

︻
企
画
課
︼

企
画
課
長
補
佐

　
　
　
　

宮
田　

慎
二　
　
　
（
財
政
課
）

︻
農
林
課
︼

農
政
係
長

　
　
　
　

永
山　

智
彦　
　
　
（
総
務
課
）

︻
住
民
課
︼

主
事　
　

中
村　

弥
生　
　
　
（
総
務
課
）

︻
福
祉
課
︼

福
祉
課
長
補
佐

　
　
　
　

岩
下　

陽
一　
（
生
涯
学
習
課
）

主
幹
兼
障
害
者
児
童
福
祉
係
長

　
　
　
　

桐
野　

博
文　
　
　
（
福
祉
課
）

社
会
福
祉
係
長

　
　
　
　

川
口　

真
一　
　
　
（
管
理
課
）

主
幹　
　
　

竹
中
の
ぶ
よ　
　
（
管
理
課
）

︻
保
健
衛
生
課
︼

保
健
衛
生
課
長

　
　
　
　
　

中
山　

義
幸　
　
（
財
政
課
）

保
健
衛
生
課
長
補
佐

（
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
派
遣
）

　
　
　
　
　

前
田　

一
志（
住
民
福
祉
課
）

主
査　
　
　

亀
澤　

大
樹（
保
健
衛
生
課
）

︻
建
設
課
︼

主
事　
　
　

東
永　

和
樹（
生
涯
学
習
課
）

︻
地
域
総
務
課
︼

地
域
総
務
課
長
補
佐

　
　
　
　
　

寺
師　

弘
祐（
農
林
土
木
課
）

地
域
総
務
課
長
補
佐
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

吉
松
分
室
長

　
　
　
　
　

東　
　

勝
敏（
農
業
委
員
会
）

地
域
総
務
係
長

　
　
　
　
　

富
安　

勝
治　
　
（
財
政
課
）

主
幹
兼
住
民
係
長
兼
吉
松
支
所
分
任
出
納
係
長

　
　
　
　
　

富
田　

光
江　
　
（
福
祉
課
）

福
祉
係
長　

鶴
永　

哲
也（
住
民
福
祉
課
）

主
幹
兼
保
健
衛
生
係
長　

　
　
　
　
　

久
木
元
茂
樹（
住
民
福
祉
課
）

主
査　
　
　

野
口
真
由
美（
住
民
福
祉
課
）

︻
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︼

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　
　

老
谷　

悟
二（
都
市
計
画
課
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
兼
工
務
補
償
係
長

　
　
　
　
　

深
野　

慎
二（
都
市
計
画
課
）　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐

兼
吉
松
駅
周
辺
開
発
室
長

　
　
　
　
　

二
渡　

義
郎（
地
域
総
務
課
）

都
市
計
画
係
長

　
　
　
　
　

大
倉
野　

亮（
都
市
計
画
課
）

農
林
土
木
係
長

　
　
　
　
　

深
草　

誠　
　
　
（
管
理
課
）

主
幹　
　
　

勝
元　

政
人　
　
（
建
設
課
）

主
査　
　
　

増
永　

寛
人　
　
（
税
務
課
）

主
任　
　
　

宗
方　

宏
明（
農
林
土
木
課
）

主
事　
　
　

丸
山　

僚
太（
地
域
総
務
課
）

︻
会
計
課
︼

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　
　
　

宮
田　

幸
雄　
　
（
水
道
課
）

︻
水
道
課
︼

水
道
課
長　

酒
瀬
川　

博（
農
林
土
木
課
）

︻
農
業
委
員
会
︼

農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼
農
地
係
長

　
　
　
　
　

羽
祢
田
浩
二　
　
（
管
理
課
）

︻
教
育
委
員
会
管
理
課
︼

吉
松
幼
稚
園
副
園
長
兼
主
任
教
諭

　
　
　
　
　

野
元　

直
子　
　
（
管
理
課
）

主
幹
兼
学
校
教
育
係
長

　
　
　
　
　

川
野　

朝
美（
住
民
福
祉
課
）

主
幹
兼
総
務
係
長

　
　
　
　
　

亀
田　

尚
宏　
　
（
総
務
課
）

主
幹
兼
教
育
施
設
係
長　

　
　
　
　
　

山
口　

博
仁　
　
（
農
林
課
）

︻
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
︼

生
涯
学
習
課
長
補
佐

　
　
　
　
　

吉
村　

正
人（
保
健
衛
生
課
）

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長

　
　
　
　
　

種
子
田
武
士（
生
涯
学
習
課
）

主
事
補　
　

藤
山　

渉　
　
　
（
総
務
課
）

︻
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
︼

く
り
の
図
書
館
事
務
局
長

　
　
　
　
　

田
底　

敏
郎（
住
民
福
祉
課
）

主
事　
　
　

梯　

あ
ゆ
み　
　
（
住
民
課
）

︻
選
挙
管
理
委
員
会
︼

書
記
次
長　

髙
城　

章　
　
　
（
総
務
課
）

書
記　
　
　

廣
瀬　

孝
尚　
　
（
総
務
課
）

書
記　
　
　

富
安　

勝
治（
地
域
総
務
課
）

書
記　
　
　

田
中　

祐
馬　
　
（
総
務
課
）

[

再
任
用]

︻
農
林
課
︼

主
任　
　
　

比
良　

政
志

︻
管
理
課
︼

吉
松
幼
稚
園
主
任
教
諭

　
　
　
　
　

田
中　

律
子

[

新
規
採
用]

税
務
課　
　
　

主
事
補　

藤
井　

李
奈　

保
健
衛
生
課　

主
事
補　

庄
屋　

佑
大　
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5 月 3日（木）
　前田医院　　　　            74-5001
5 月 4日（金）
　霧島桜ヶ丘病院               78-3135
　さくらの杜薬局      　　　78-8282
5 月 5日（土）
　春田医院　　　　　　      76-0053
5 月 6日（日）
　林内科医院　　               75-2047
　ピアノ薬局　　　　　　   75-4526

5 月 13日（日）
　伊東内科クリニック 　   72-9088
　タイガー薬局　　　　　 64-6700
5 月 20日（日）
　田代医院 　                  74-2075
　アクア薬局　　　　       74-1078
5 月 27日（日）
　大庭医院 　                  76-1984
　寺脇薬局　　　　          76-2008

日曜・祝日在宅医（薬局）（５月）

3
月
1
日
（
木
）

・
議
会
本
会
議

・
学
校
給
食
会
（
鹿
児
島
黒
牛
）

３
月
２
日
（
金
）

・
中
山
間
地
農
業
活
力
向
上
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
講
演
会

3
月
3
日
（
土
）

・
第
15
回
く
り
の
郷
大
正
琴
合
同
演
奏
会

・
轟
地
区
そ
ば
打
ち
体
験
学
習
・
試
食
会

・
ビ
ス
ト
ロ
交
流
会

3
月
４
日
（
日
）

・
消
防
団
春
季
訓
練

・
島
津
義
弘
公
銅
像
除
幕
式

・
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

3
月
5
日
（
月
）

・
栗
野
中
音
楽
部
全
国
大
会
出
場
報
告

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

3
月
6
日
（
火
）

・
吉
松
土
地
改
良
区
総
代
会

3
月
7
日
（
水
）

・
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

3
月
8
日
（
木
）

・
栗
野
土
地
改
良
区
総
代
会

３
月
９
日
（
金
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会

3
月
12
日
（
月
）

・
議
会
本
会
議

・
職
員
研
修
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
）

3
月
13
日
（
火
）

・
栗
野
中
学
校
卒
業
式

・
姶
良
地
域
救
急
医
療
連
絡
協
議
会

3
月
14
日
（
水
）

・
第
24
普
通
科
連
隊
長
兼
え
び
の
駐
屯

地
司
令
来
庁

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

3
月
15
日
（
木
）

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
の
り
卒
園
式

・
自
治
会
長
会

・
区
長
会

・
B
&
G
財
団
常
務
理
事
来
庁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
月
16
日
（
金
）

・
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会

・
交
通
安
全
対
策
協
議
会
理
事
会

3
月
19
日
（
月
）

・
議
会
本
会
議

3
月
20
日
（
火
）

・
栗
野
幼
稚
園
卒
園
式

・
栗
野
幼
稚
園
閉
園
式

・
議
会
本
会
議

・
消
防
団
幹
部
会

3
月
22
日
（
木
）

・
栗
野
小
学
校
卒
業
式

・
1
0
0
歳
到
達
者
訪
問
（
迫
間
ヒ
デ
さ
ん
）

・
1
0
0
歳
到
達
者
訪
問
（
池
田
ト
キ
エ
さ
ん
）

3
月
23
日
（
金
）

・
議
会
本
会
議

・
町
林
業
推
進
協
議
会

3
月
24
日
（
土
）

・
小
林
市
新
庁
舎
落
成
記
念
式
典

3
月
25
日
（
日
）

・
島
津
義
弘
公
没
後
4
0
0
年
講
演
会

３
月
26
日
（
月
）

・
西
下
勝
栗
楽
老
ク
ラ
ブ
総
会

・
下
北
方
長
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

・
姶
良
農
業
農
村
整
備
推
進
協
議
会
総
会

3
月
27
日
（
火
）

・
1
0
0
歳
到
達
者
訪
問
（
徳
永
ク
ミ
ノ
さ
ん
）

・
土
地
開
発
公
社
理
事
会

・
第
24
普
通
科
連
隊
新
編
祝
賀
会

3
月
28
日
（
水
）

・
不
要
財
産
審
査
会

・
観
光
所
在
地
町
村
協
議
会
総
会

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
総
会

・
町
村
会
臨
時
総
会

３
月
29
日
（
木
）

・
町
畜
産
共
進
会

・
川
内
川
河
川
事
務
所
長
来
庁

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会

3
月
31
日
（
土
）

・
轟
分
団
詰
所
落
成
式

町
長
動
静　
　
　
（
３
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

徳と
く
な
が永　

愛ま

な絆　
　

 

昌
史　

 　  

別
府

橋は
し
ぐ
ち口　

颯そ
う
ま真　
　

 

慎
也　

 　  

丸
池
タ
ウ
ン

久く

ぼ保　

優ゆ

か

り
香
莉　

 
利
仁　

 　  

御
手
洗

竹た
け
な
か中　

美み
は
る晴　
　

 
照
由
樹　

  

千
鳥
田

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

下
坂
元
の
小
永
𠮷
光
子
さ
ん
か
ら

（
倉
田
ト
ヨ
子
さ
ん
死
去
）

町
外
の
恒
岡
広
文
さ
ん
か
ら

（
俊
子
さ
ん
死
去
）

楠
辺
の
竹
ノ
上
正
さ
ん
か
ら

（
ナ
ル
さ
ん
死
去
）

山
下
西
の
宮
田
崇
之
さ
ん
か
ら

（
克
子
さ
ん
死
去
）

亀
沢
の
荒
田
文
子
さ
ん
か
ら

（
耕
さ
ん
死
去
）

長
谷
上
の
山
下
ス
ミ
ヱ
さ
ん
か
ら

（
眞
澄
さ
ん
死
去
）

原
口
西
の
大
重
毅
さ
ん
か
ら

（
節
子
さ
ん
死
去
）

陣
前
の
郡
山
キ
ヨ
子
さ
ん
か
ら

（
一
水
さ
ん
死
去
）

般
若
寺
前
の
古
町
ミ
キ
さ
ん
か
ら

（
親
雄
さ
ん
死
去
）

勝
栗
の
拵
井
園
淳
さ
ん
か
ら

（
一
枝
さ
ん
死
去
）

永
山
の
松
元
テ
リ
さ
ん
か
ら

（
渡
さ
ん
死
去
）

佃
の
今
村
幸
さ
ん
か
ら

（
和
博
さ
ん
死
去
）

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
女
性
部

長
谷
下
の
野
本
秋
美
さ
ん
か
ら

（
君
子
さ
ん
死
去
）

柿
木
の
山
口
和
久
さ
ん
か
ら

（
妙
子
さ
ん
死
去
）

桜
ヶ
岡
の
前
田
健
藏
さ
ん
か
ら

（
ユ
カ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
用
貝
ミ
チ
子
さ
ん
か
ら

（
益
田
ケ
サ
オ
さ
ん
死
去
）

上
村
の
野
田
芳
博
さ
ん
か
ら

（
ク
サ
ノ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

𠮷
留　

ム
ツ　

	

95	

東
丸
池

今
村　

和
博　

	

43	

佃

竹
ノ
上
ナ
ル	

93	

楠
辺

宮
田　

克
子	

77	

山
下
西

中
村
ヨ
シ
子	

87	

吉
村

大
重　

節
子	

82	

原
口
西

古
町　

親
雄	

86	

般
若
寺
前

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,504人（  ー 98人）

  男      4,428人（ ー 58人）

  女      5,076人（  ー 40人）

世帯数  4,826戸（ ー 29戸）

　転入　　 58人
　転出　  153人
　出生　　   5人
　死亡　　   8人

平成30年３月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

【
香
典
返
し
】

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）



日 月 火 水 木 金 土
4/17 4/18 4/19 4/20 4/21

・資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・
米永）

・資源ごみ収集日
（川西地区）
　 心も体も元気
教室一生元気コー
ス（13 時 30 分
～ 15 時）

4/22 4/23 4/24 4/25 4/26 4/27 4/28
　　 母 子 健 康 手
帳交付（10 時～
11 時）
　　休館日

・資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・
東中下場・西下場
地区）

　　 心 も 体 も 元
気 教 室 元 気 ア ッ
プコース（13 時
30 分～ 15 時）
　　温泉健康相談
　（13時～16時）

　　休館日（館内
整理日）

・資源ごみ収集日
（川東地区）

4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5
　　休館日 　　休館日 ・資源ごみ収集日

（北方・轟・幸田・
米永）

　　母子相談
（14 時 ～ 14 時
15 分受付）

　　休館日 ・資源ごみ収集日
（川西地区）
　　休館日

　　こどもの日お
はなし会（14 時
～）

5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11 5/12
　　 母 子 健 康 手
帳交付（10 時～
11 時）
　　休館日

・資源ごみ収集日
（上場・老竹・長谷・東
中下場・西下場地区）
・定例教育委員会（吉松
庁舎）※一般の方も傍
聴できます。（一部非公
開の場合もあります。）

　　 心 も 体 も 元
気 教 室 元 気 ア ッ
プコース（13 時
30 分～ 15 時）
　　温泉健康相談

（13 時～ 16 時）

・資源ごみ収集日
（川東地区）

5/13 5/14 5/15
　　母子健康手
帳交付（10 時～
11 時）
　　休館日

・資源ごみ収集日
（北方・轟・幸田・
米永）
・よしまつふれあ
いの家：心配ごと
相談（９時～１２
時）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンター町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

栗保

栗保

栗保

栗保

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

くりの図書館休館日 毎週月曜日・第 4 木曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），年末年始，特別館内整理日
い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 

温泉営業時間 午前 10 時～午後 9 時 45 分（最終受付は午後 9 時 15 分）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）・元旦

町  民
ホ ー ル

地区公民館等活動紹介パネル展 4 月 20 日（金）～ 5 月 8 日（火）
日本野鳥の会写真展 5 月 11 日（金）～ 6 月 5 日（火）

疏
水
百
選
の
郷
　
川
添
ホ
タ
ル
を
観
る
夕
べ

　
日
付　
5
月
26
日
（
土
）

　
会
場　
竹
中
池
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
主
催　
川
添
ホ
タ
ル
を
観
る
夕
べ
実
行
委
員
会

ま
つ
や
ま 

ホ
タ
ル
舞
う
里

　
期
間　
6
月
１
日
（
金
）
～
２
日
（
土
）

　
会
場　

　
主
催　
下
川
西
地
区
公
民
館


